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科目名科目名科目名科目名 応用数学 I
英文表記英文表記英文表記英文表記 Applied mathematics I 2017年3月17日2017年3月17日2017年3月17日2017年3月17日

科目コード科目コード科目コード科目コード 4102

機械システム工学科 必 学修 2単位 講義 前期

教員名：　安里健太郎教員名：　安里健太郎教員名：　安里健太郎教員名：　安里健太郎
作成

技術職員名：技術職員名：技術職員名：技術職員名：

対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース 必・選必・選必・選必・選 履修・学修履修・学修履修・学修履修・学修 単位数単位数単位数単位数 授業形態授業形態授業形態授業形態 授業期間授業期間授業期間授業期間

標準的な標準的な標準的な標準的な
到達レベル（良）到達レベル（良）到達レベル（良）到達レベル（良）

最低限必要な最低限必要な最低限必要な最低限必要な
到達レベル（可）到達レベル（可）到達レベル（可）到達レベル（可）

フーリエ級数の基
礎を理解し，それ
を応用することが
できる。

定期試験および
レポートで評価す
る。

フーリエ級数の本
質を理解したうえ
で，実問題への応
用ができる。

フーリエ級数の本
質を理解したうえ
で，与えられた周
期関数のフーリエ
級 数 展 開 ・ 複 素
フーリエ級数展開
を行うことができ
る。

手順に従って，与
え ら れ た周 期関
数のフーリエ級数
展開・複素フーリ
エ級数展開を行う
ことができる。

科目目標科目目標科目目標科目目標
【MCC目標】【MCC目標】【MCC目標】【MCC目標】

様々な分野で利用されている「フーリエ級数」，「フーリエ変換」，「ラプラス変換」について理解し，それらを
実問題に応用できる能力を修得することを目標とする。【V-A-8】

総合評価総合評価総合評価総合評価 期末試験：60%，レポート：30%，PBL課題：10%で総合的に評価し，総合成績60%以上で単位取得となる。

科科科科
目目目目
達達達達
成成成成
度度度度
目目目目
標標標標

目標目標目標目標
割合割合割合割合

科目達成度目標科目達成度目標科目達成度目標科目達成度目標
達成度目標の達成度目標の達成度目標の達成度目標の

評価方法評価方法評価方法評価方法

ルーブリックルーブリックルーブリックルーブリック

理想的な理想的な理想的な理想的な
到達レベル（優）到達レベル（優）到達レベル（優）到達レベル（優）

フーリエ変換の基
礎を理解し，それ
を応用することが
できる。

定期試験および
レポートで評価す
る。

フーリエ変換の本
質を理解したうえ
で，実問題への応
用ができる。

フーリエ変換の本
質を理解したうえ
で，与えられた非
周期関数のフーリ
エ変換・逆変換を
行うことができる。

手順に従って，与
え ら れ た非 周期
関数のフーリエ変
換・逆変換を行う
ことができる。

ラプラス変換の基
礎を理解し，それ
を応用することが
できる。

定期試験および
レポートで評価す
る。

ラプラス変換の本
質を理解したうえ
で，実問題への応
用ができる。

ラプラス変換の本
質を理解したうえ
で，与えられた関
数 の ラ プ ラ ス 変
換・逆変換を行う
ことができる。

手順に従って，与
えられた関数のラ
プラス変換・逆変
換を行うことがで
きる。

本科・専攻科本科・専攻科本科・専攻科本科・専攻科
教育目標教育目標教育目標教育目標

科学技術におけ
る数学の役割を
理解し，主体的に
学習する意 欲を
持 つ こ と が で き
る。

PBL 課 題 で 評 価
する。

科学技術におけ
る数学の重要性
を認識し，主体的
に学習する意欲
を持つことができ
る。

科学技術におけ
る数学の重要性
を認識し，その応
用に興味を持つこ
とができる。

科学技術分野に
おいて，数学がど
のように利用され
ているか知ってい
る。

＜本科教育目標＞
（1）技術者に必要な基礎知識を備え、実践力のある人材を育成する

評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合
目標との関連目標との関連目標との関連目標との関連 定期試験定期試験定期試験定期試験 小テスト小テスト小テスト小テスト レポートレポートレポートレポート

その他（演習課題・その他（演習課題・その他（演習課題・その他（演習課題・
発表・実技・成果物発表・実技・成果物発表・実技・成果物発表・実技・成果物 総合評価総合評価総合評価総合評価 セルフチェックセルフチェックセルフチェックセルフチェック

100100100100
基礎的理解基礎的理解基礎的理解基礎的理解 ①②③ 50 20 70707070

評価項目評価項目評価項目評価項目 60 0 30 10

20202020
社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL） ④ 5 5555

応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合） ①②③ 10 10

5555

授業概要、授業概要、授業概要、授業概要、
方針、履修方針、履修方針、履修方針、履修
上の注意上の注意上の注意上の注意

【授業概要】
電気電子工学，制御工学，計測工学，メカトロニクス工学等で応用されているフーリエ級数，フーリエ変換，
ラプラス変換について学ぶ。

【授業方針】
主に講義形式で行う。毎回教員作成プリントを配布し，教科書の補足資料となるようそれに講義内容を書き
込んでいく。また，学習項目毎にレポートを課し，授業内容の理解を深める。

【履修上の注意】
「基礎数学 I ・II」，「微積分 I ・ＩＩ」を復習しておくこと。

教科書・教科書・教科書・教科書・
教材教材教材教材

教科書：『フーリエ解析』，大石進一，岩波書店
教材：教員作成プリント，教員作成プレゼン資料など

主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲 ④ 5
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学習時間は、実時間ではなく単位時間で記入する。（４５分＝１、９０分＝２）

授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画

授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目 授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容
自学自習自学自習自学自習自学自習

（予習・復習）内容（予習・復習）内容（予習・復習）内容（予習・復習）内容

ガイダンス，数学の応用に
関するPBL（1）

本講義について概説する。数学の応用に関するPBLを
実施する。

これまでに学習した数学の復習を行う

数学の応用に関するPBL
（2）

数学の応用に関するPBLを実施する。 PBL課題に取り組む

フーリエ級数（1）
周期関数，三角関数の直行性について復習し，フーリエ
級数展開について学習する。

当該項目の予習・復習を行う

フーリエ級数（2） フーリエ係数の導出について学習する。 当該項目の予習・復習を行う

フーリエ級数（5） 複素フーリエ級数について学習する。 当該項目の予習・復習を行う

フーリエ変換（1） フーリエ変換について学習する。【V-A-8：6-3】 当該項目の予習・復習を行う

フーリエ級数（3）
任意の周期をもつ周期関数に対するフーリエ級数展開
について学習する。

当該項目の予習・復習を行う

フーリエ級数（4） フーリエ級数の微分・積分について学習する。 当該項目の予習・復習を行う

フーリエ変換（4） フーリエ変換の応用について学習する。【V-A-8：6-3】 当該項目の予習・復習を行う

ラプラス変換（1）
ラプラス変換について学習する。【V-A-8：4-1】，【V-A-
8：4-2】

当該項目の予習・復習を行う

フーリエ変換（2） フーリエ逆変換について学習する。【V-A-8：6-3】 当該項目の予習・復習を行う

フーリエ変換（3）
合成積（畳み込み積分）について学習する。【V-A-8：6-
3】

当該項目の予習・復習を行う

ラプラス変換（4）
ラプラス変換の応用について学習する。【V-A-8：4-1】，
【V-A-8：4-2】

当該項目の予習・復習を行う

期末試験

ラプラス変換（2）
ラプラス逆変換について学習する。【V-A-8：4-1】，【V-
A-8：4-2】

当該項目の予習・復習を行う

ラプラス変換（3）
変換表によるラプラス変換・逆変換について学習する。
【V-A-8：4-1】，【V-A-8：4-2】

当該項目の予習・復習を行う

学習時間合計学習時間合計学習時間合計学習時間合計 実時間実時間実時間実時間 22.522.522.522.5

自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証） 標準的所用時間標準的所用時間標準的所用時間標準的所用時間

備考欄備考欄備考欄備考欄
（各科目個別記述）
・　この科目の主たる関連科目は機械システム工学科科目関連図一覧表を参照のこと。
（モデルコアカリキュラム）
・  対応するモデルコアカリキュラム(MCC)の学習到達目標、学習内容およびその到達目標を【】内の記号・番号で
示す。
（航空技術者プログラム）
・　【航】は航空技術者プログラムの対応項目であることを意味する。
（学位審査基準の要件による分類・適用）
科目区分　関連科目　工学の基礎となる科目

学修項目ごとに適宜レポートを課す。 10時間
講義内容を予習・復習する。 45時間
PBL課題に取り組む。 5時間


